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2 Cp- 5　家政教育におけるサーピスラーニンダの取り組みo 池田洋子（桜の聖母短期大学）

　　　　　一科目「高齢者と共に」の自己点検評価一　　　　西内みなみ（桜の聖母短期大学）

　この研究の目的は、カリキュラムにボランティア学習を取り入れた科目「高齢者と共に」の自

己点検評価を行い、そこでの成果をふまえながら、家政教育におけるサービスラーニングの教授

法導入による教育効果を検討することである。桜の聖母短期大学では１年生必修科目「ボランテ

ィアワーク」を通して45時間のボランティアトレーニングを実施している。学生がボランティア

活動をもっと主体的に自主選択できるようボランティアセンターの必要性が考えられ､1997年･４

月にボランティアセンターが開設された。地域交流の重要性や体験学習の教育効果が高まるにつ

れ、２年生に対してもボランティア学習を取り入れた教授法の検討が始まり、科目「高齢者と共

に」のカリキュラムに地域交流やボランティア活動が1999年度から取り入れられた。

　方法は、科目「高齢者と共に」において、学生が地域実習や施設体験などの体験学習を行い、

どのような変容を遂げたのかを、学生の自己評価、学生のレポート、アンケート調査、及び受入

先の評価などを総合的に点検評価した。

　その結果、カリキュラムに対する満足度、ボランティア体験の満足度、高齢者・地域社会に対

する理解度、学習意欲など、受講した学生の自己評価が高く、教育効果が高かったことを示唆す

る結果となった。今後の課題としては、ボランティア受け入れ先の評価方法の検討などがある。

さらに家政教育の他科目においてもサービスラーニングを取り入れ、どのように展開していくか

追求してみたい。

短大生の高ｍ教育か視点－

　　　　　　○川田江美小野桜子羽成輝美板垣昌子桑柚良子

　　　　　　　　　　　(昭和学院短大)

　｢目的丿高齢化が急速に進行し大きな社会問題となっている今、未来を担う学生たちにとって福祉

に関する課題は重要であり、個々が積極的に考え行動していかなくてはいけない問題である。そこ

で短大生の持つ福祉観を探るとともに、福祉観形成に影響を及ぼしている要因を明らかにし、家庭

科教育との関わりについて検討した。

｢調査方法｣東京近郊の短大生234名を対象として高齢者との関わり・福祉観・高齢者のイメージ

等についてアンケート調査を行った。家庭科教員養成課程の学生に対してば家庭科における福祉の

必要吐､指導内容などについての項目も加えて調査を行った。調査時期は1999.10月～2000.1月で

ある。

｢結剌短大生の福祉現・高齢者イメージは過去の高齢者との関わり方によって異なり、特に教員

養成課程の学生が必修で行う介護等体験の影響が大きい事がわかった。高齢者と接することで高齢

者の現状を正しく理解し、加齢に伴うマイナス面のみでなく、プラス面も感じとることにより、イ

メージに大きな変容を与えることが明らかとなった。また家庭科教員養成課程の学生は家庭科の独

自性を理解しているので、介護等体験の必要性を強く感じていることがわ力ヽつた。

　若い世代が福祉ﾆを理解しノーマライゼーションや共生などの福祉観を構築するために学校教育

　(家庭科教育)の果たす役割は大きいと考える。この農査から家庭科の学習内容に、介護等体験の

ような実際に高齢者や障害者に接する機会を取り入れる必要性が認められた
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